
 照井 勉さん（昭和４６年卒 ※自動車科第１期生） 

有限会社 テクノオート北上 代表取締役 
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☆取材後記 

専北卒業後、東京でのお仕事期間を経て一念発起した照井さん。ご自身で会社経営を行ってい

る現在に至るまでのご苦労は並大抵のものではなかったと思います。 

今も多忙にもかかわらず、社長業だけでなく、事業組合の支部長や理事長の重職を担っておら

れるその生き方に本当に頭が下がります。（担当：Ｙ） 

◇お仕事の内容を教えて下さい 

北上市相去町内にあるオフィスアルカデｲア敷地内に平

成１７年に自動車整備工場をオープンし、自動車整備を中

心に車検、点検、板金塗装、新車中古車販売、損保代理店と、 

車に関するさまざまな業務を担っております。 

 

 
◇仕事を通じどんなことに喜びを感じますか 

お客様に喜ばれるのがやはり一番の喜びですが、時に原因

不明の故障に出合い、悩んだ末に原因を見つけて直した時

や、自分の納得できる整備が出来た時には大きな喜びを感じ

ます。 

 ◇将来の夢を教えて下さい 

 この年齢になってから夢というのもなんですが、私はこの道

５０年を迎え、健康を第一に 生涯現役を貫くことが今の目標

となっています。人間生きているかぎり夢は持ち続けることだ

と思います。 

 

 

 

◇専大北上高校ではどんな高校生活を過ごされましたか 

 私は西和賀町出身で電車通学でした。朝５時起きで、６時１５分発の一番列車に乗り、 

北上駅からスクールバスで工業科の校舎に通っておりました。授業を終え、本校に行き部活をやり、家

に帰ると９時過ぎでした。やはり部活は１年しか持ちませんでした。しかし今思えばよく３年間通った

ものだとあらためて思います。 

 

 

 

 

 

  

◇専北生に伝えたいメッセージは何ですか 

私は卒業して東京日野自動車という会社に就職し、主に大型自動車の整備を担当しました。当時の大

型の整備作業は、とても過酷で夜９時、１０時頃までの残業は当たり前でした。「俺はこのままでは終

われない」もう一度１からやり直そうと、２年後に北海道自動車短期大学に入学しました。 

当時貧困家庭の親がよく許してくれたものだと今になって感謝したいと思いますが、もうすでに両親

ともに他界しました。親孝行したい時には親はなしとよく言ったものです。 

人間一人で生きていくことは出来ません。多くの人の支えに感謝しながら成長していって下さい。 

 


